
探究活動のまとめに役立つ!!探究活動のまとめに役立つ!!
イベント
内　　容

❶ ワークショップ（見出しのまとめ方、文章表現の仕方について学べます。）
❷ 講演（岡山県立図書館の活用法についてわかります。）
❸ 高校生の取組む探究活動について発表・相談 グループディスカッション（企業・教育関係者の皆様にアドバイスいただけます。）
❹ フリー交流（参加者同士で自由に交流していただけます。）

WEBサイトInstagramFacebook

探究活動ブラッシュアップイベント
第 5 回

主催・運営：BeLive実行委員会／共催：一般社団法人岡山経済同友会
〔お問い合わせ先〕〒700-0942 岡山市南区豊成3-18-7　（株）i
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BeLive実行委員会　事務局：担当　中谷　　TEL：086-264-5888　　FAX：086-262-1525
WEB：https://www.kwp.co.jp/belive/　　E-mail：belive@kwp.co.jp



「第５回 BeLive」のサブイベントとし
て、①新聞記者様から書き方メソッド
を学べるワークショップ、②岡山県立
図書館様から図書館の活用方法につい
ての講演、③グループディスカッショ
ンを行い１年間を通じて高校生が取組
んできた「探究活動」のまとめを企業・

教育関係者皆様にアドバイスや助言をいただきます。
また他校の生徒たちが取組む活動を共有する場となり
ます。最後に④フリー交流にて、参加者の皆様と交流
を深めて頂くことができます。

・新聞記事の書き方メソッドを学べる。
・�人に伝わる文章が書ける
   ようになる。
・�洗練された文章の書き方
　について学ぶこと
　ができる。

・�様々な情報源を用いた情報検索のコツ。
・探究活動に役立つ図書館の使い方。
・�学校図書館や公共図書館など、身近な
施設を通した県立図書館の利用方法。

・�企業・教育関係者からアドバイス。
・�高校生の柔軟な発想を知ることができる。
・�高校と企業による協業のきっかけ作り。

ワークショップ

見出しのまとめ方
文章表現の仕方について

山陽新聞社 読者局 教育サポートセンター
　　副主管 兼 編集局編集委員　太田 知二 様

講演

図書館の活用方について
　　岡山県立図書館 サービス第二課 社会科学班
　� 住友 加奈子 様

活動発表/ディスカッション

高校生の取組む
探究活動について発表・相談
グループディスカッション

フリー交流
・高校と企業、生徒同士など、繋がり・人脈を広げる交流。4

13：00～　開会挨拶
BeLive実行委員会　室 貴由輝 氏

13：10～　ワークショップ 
 「見出しのまとめ方 文章表現の仕方について」
　山陽新聞社 読者局 教育サポートセンター 副主管 兼 編集局編集委員　太田 知二 様

14：10～　講演 
「県立図書館の活用法」

岡山県立図書館 サービス第二課 社会科学班　住友 加奈子 様

No 企業・団体名（敬称略）（五十音順）計：19 名
1 アイネットシステム株式会社
2 株式会社エイチエスピー
3 岡山県立図書館
4 岡山トヨタ自動車株式会社
5 クリナップ株式会社　
6 KSB 瀬戸内海放送
7 株式会社山陽新聞社

No チーム / 高校・団体名（敬称略）（五十音順）　計：９名
1 岡山の桃の問題について考える会（岡山県立烏城高等学校）
2 ソコの環（岡山県立岡山工業高等学校）
3 誰もが行きたくなる学校と僕たち（岡山県立岡山御津高等学校）
4 瀬戸（岡山県立瀬戸高等学校）
5 岡山県立津山商業高等学校

No 教育関係者（敬称略）（五十音順）計：９名
1 岡山県立岡山工業高等学校
2 岡山県立岡山御津高等学校
3 岡山県立矢掛高等学校
4 国立大学法人岡山大学
５ 清心中学校・清心女子高等学校
６ 玉野市立玉野備南高等学校
７ ノートルダム清心女子大学

ポイント!!

ポイント!!

ポイント!!

14：30～　休憩

14：40～　 高校生：自己紹介・取組紹介等

15：10～16：10　グループディスカッション

16：20～　アンケート入力

16：25～　閉会挨拶
BeLive実行委員会 実行委員長　梶谷 俊介 氏

16：30～　フリー交流

8 株式会社ちゅうぎんフィナンシャルグループ
9 株式会社トヨタレンタリース岡山
10 服部興業株式会社
11 株式会社藤木工務店
12 藤クリーン株式会社
13 株式会社ベネッセホールディングス
14 株式会社マルイ
15 美作市議会

参加高校
教育関係者
企業・団体

タイムスケジュール

イベント
内　容



実行委員長
梶谷　俊介（一般社団法人 岡山経済同友会　代表幹事）
実行委員
狩野　光伸（国立大学法人岡山大学 副理事 SDGs・ダイバーシティ&インクルージョン担当）
藤木　茂彦（一般社団法人岡山経済同友会 特命理事）
服部　俊也（一般社団法人岡山経済同友会 SDGs推進委員会 委員長）
室　貴由輝（岡山県教育庁 学校教育推進監）
川崎　好美（岡山県総合教育センター 指導主事）
岡山　一郎（株式会社山陽新聞社 論説委員会 論説主幹）

高校生取組紹介・メッセージ

BeLive実行委員会メンバー

ソコの環
北長瀬未来ふれあい総合公園の利用促進

岡山県立岡山工業高等学校

大和リース（株）との協働学習において、北長瀬未来ふれあい総合公園の利用促進を目指して休憩施設を企画・
設計している。公園にはベンチが置いてあるものの、屋根が無いため夏季に長時間滞在することが難しい状
況と分析した。そして、公園のレガシーのようにそびえ立っている木をモチーフに建築によって公園をグレー
ドアップさせる取り組み。資金の拠出に向けてクラウドファンディングの方法を現在研究中である。

チーム名：

テーマ：

学校名：

誰もが行きたくなる学校と僕たち
誰もが行きたくなる学校づくりを目指して…

岡山県立岡山御津高等学校

誰もが行きたくなる学校を目指して校則検討委員会と生徒会執行部と委員会と教員とタッグを組み活動して
います！

チーム名：

テーマ：

学校名：

瀬戸
みんな集まれこども食堂 !!

岡山県立瀬戸高等学校

貧困家庭が利用すると思われがちなこども食堂を地域のコミュニティの場、誰でも気軽に行っていいと広め
ていくにはどうしたらいいかをテーマに活動しています。

チーム名：

テーマ：

学校名：

岡山県立津山商業高等学校 岡山県立津山商業高等学校

他の高校生の意見や企業の方々のお話を伺いたいと思い、参加させていただきました。
今回の経験を今後の津山商業高等学校の活性化に繋げたいと考えております。

チーム名： 学校名：

岡山の桃の問題について考える会
岡山の桃が抱える問題

岡山県立烏城高等学校

私は岡山の桃が抱える問題について調べました。理由は私の地元、岡山の特産品の桃をどうやったら、世界
に広めることができるか。そのためには桃にどんな問題があるのか。そして、どうやったらか解決できるか
考えました。それで私は桃の問題についてあることが分かりました。それは害虫や病気などの問題でした。
それで私はその問題を解決すべく、インターネットで桃に被害をだす害虫の種類や桃を守るために使われて
いる防蛾灯や農薬のデメリットを調べ、実際に岡山で桃を作っている桃農家に話を聞きに行きました。頑張っ
て考えました。

チーム名：

テーマ：

学校名：

事務局長
廣野　景治（株式会社ｉプランニングＫＯＨＷＡ　代表取締役社長）

天野　久美（株式会社 ちゅうぎんフィナンシャルグループ サステナビリティ推進部 次長）
池上　夏穂（株式会社 ちゅうぎんフィナンシャルグループ サステナビリティ推進部）
未　来　　（株式会社オーリス）
甲斐　明日香（服部興業株式会社 総務部 主任）
金谷　　彩（岡山トヨタ自動車株式会社 営業統括室 教育・店舗企画グループ）
坂越　生章（株式会社ｉプランニング KOHWA 活性化推進室 室長）
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プレゼンテーションイベント
のご案内

「第５回 」

日　　時　：　2025年1月25日(土)
　　　　　  10：00～17：00（予定）
場　　所　：　おかやま未来ホール
　　　　　　　（岡山市北区下石井１丁目２−１
　　　　　　　 イオンモール岡山５F）
内　　容　：　�高校生によるSDGsに関する取組の
　　　　　　　プレゼンテーション・表彰など
参加申込　：　�募集中～2024年12月９日（月）（予定）
　　　　　　　　　（先着順、20チーム程度）
※�詳細については、webサイトに随時掲載いたします。

申込用

本日はご参加ありがとうございました。今後のイベント運営の参考にしますので、
右記のQRコードよりアンケートにご協力ください。
アンケートフォーム：https://x.gd/SVUrc

おかやまSDGsマップ
本日参加いただいた企業様以外にも、県内のSDGsに
取組む企業様がたくさん掲載されています。
探究活動にぜひ活用してください。

https://okadoyu.jp/wp2018/wp-content/uploads/2021/03/SDGs-Maplow.pdf For high school students 

COMPANY GUIDE BOOK 
2021

おかやま
SDGsマップ

おかやまの未来を、一緒に考えよう。
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第５回BeLive 探究活動ブラッシュアップイベント会場案内

参加者アンケート

<会場内でのお願い>
●�お手洗いは会場を出てエレベーター横にございます。
途中休憩をご用意しておりますが、各自、随時、ご利
用ください。
●�会場内では携帯電話の電源をお切りいただくか、マナー
モードにしていただきますようお願いいたします。
●�マスクの着用については任意です。 手指消毒等の基
本的な感染対策をお願いします。
●�テレビ局、新聞社等による取材・撮影がはいる場合が
あります。

また撮影された映像、画像については、BeLiveの広報活動
として利用をいたしますのであらかじめご了承ください。


